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短報
〔講演会記事〕 脳機能研究施設記念講演会印象記
近来，脳研究に対する学術的，社会的要請がたかまり
つつあるおりから，学内，学外関係各方面の努力がみの
って，本学医学部にも 41年度から脳研究の一環として
「医学部脳機能研究施設薬理部門」の開設が認められた
のは，本学における研究分野の活発な活動が，さらに将
来この方面への有力な手がかりを得たものとして誠に喜
ばしい次第である。同部門専任の主任教授として本学薬
理学教室の萩原弥四郎博士が選任され，また，研究室も
医学部本館三階の一部(これまで基礎新館三階会議室で
あった〉に整備されたのを機会に，本学医学部記念講堂
において，標題の記念講演が，同研究施設と学術会議脳
研連との共催によって， 42年 4月27日午後 l時半から
催され，筆者もきく機会に恵まれたので，簡単にその印
象を述べさせていただ、くことにする。
本年度の入学式に先立って，美しく造園された講堂前
庭の新緑も，幸いの好天に一層映えて，咲きはじめた植
.込みのつつじの色と快い対照をなす中を，招待講演者は
じめ学外，学内の参会者約 300名の出席を得，ほぼ定刻
に本学第三解剖大谷克巳教授の司会で開始された。ま
ず，本学第 l内科三輪清三教授から，学術会議会員とし
ての祝詞と，小川鼎三先生はじめ脳研連関係者，各大学
からの参加者に対する謝辞を述べられた。続いて，脳機
能研究施設長小林龍男教授から，同研究施設が，本学第 
1解剖(福山右門教授，当時は草間敏夫元教授・現在東
大脳研解剖部門主任)， 薬理学教室，第一生理〈本間三
郎教授，当時は鈴木正夫元教授・現在千葉大名誉教授〉
の三講座による学内研究クソレープとして始まり， Rocke-
feller財団からの l万ドルの資金によって，千葉大学医
学部「脳研センター」の実質的な活動が可能となった当
時の状況，その後の研究クツレープの活動，学内・外の厚
意によって，現在の開設をみるに至った事B情についての
経過報告と感謝，ならびに今後の抱負などについて挨拶
された。講演会の司会は，東大脳研病理部門の白木博次
教授によって行なわれた。まず，簡単に各講演者を紹介
したあと，各演者の講演(おのおの約 30分〉が行なわ
れ，終了後，白木教授による短かいコメントが追加され
る形で会は進められた。
白木教授は，まず数年前， I脳研センター」開設記念
講演が，本館(基礎新館〉第一講堂で行なわれたことを
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回顧されたのち，脳機能研究施設神経薬理研究部主任に
迎えられた萩原弥四郎教授を紹介され，同教授の講演に
移った。萩原教授は， I脳温と脳血流」と題して講演され
た。萩原教授は血流測定実験の発想が，細胞の活動レベ
ルが代謝の水準， したがって血流量レベソレによって推定
されるはずで、あるという，さわめて素朴な考え方による
ものであると，謙遜されつつも，血流量測定に関して，
従来の多くの方法を詳細にわたって紹介されたのち，臓
器特に脳の血流量値が，古来，研究者により測定値が一
定でなかったのは， Methodikが厳密でなかった点を指
摘され， Hense1らの用いた交叉熱電対による探測子 
Calorimetrische Sonde を改良し，サーミスタ 2個に
よる直径 0.8mmの doublethermister flow meterの
開発によって，脳局所温の変化による誤差を補正して，
血流を測定することが可能となったことを説き，これを
皮質，視床下部，海馬，扇桃核においた場合，脳血流停
止，低酸素，過呼吸，高張ブドウ糖，および，ノルエピ
フネリン投与などについてしらべたところ，一般に脳局
所の血流と脳温とは，必ずしも平行しないことが知られ
たこと，また，音刺激による覚醒反応時，ストリキニン
投与による発作時には，必ず血流量の上昇がみられるこ
とを報告された。白木教授は，血流，特に脳血流量に関
する基礎学者のデータが少ない現在，萩原教授の開発し
た厳密な Methodikによる研究を高く評価され，脳組
織の老化，いわゆる agingの問題なども脳血流との関
連においても，もっとしらべられるべきであり，今後の
各方面への応用発展が期待されると発言された。
次演者東大脳研所長時実利彦教授(生理部門〉は当日
の2日前，米国ロスアンジェルスで.4月6，.9日にわた
って開かれていた APSS(Association for Psychophy-
sio1ogical S tud y of Sleep)の学会に出席するための
渡米から帰朝されたばかりであり， biological timeの
順応もまだ充分で、ないところを講演していただ、いたわけ
で，本学関係者の深く感謝するところであった。時実教
授は「パラ睡眠の生理」と題し，まず睡眠に関するこれ
までのふたつの学説，すなわち， Magoun学派による網
様体調節系と， Gellhorn らによる視床下部調節系につ
いてふれ，そのどちらもしっかりした実験事実で、あると
ころから，両学説を矛盾なく説明するために提出された
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時実の視床下部調節系を説明し，睡眠調節系として，持
続的かつ基調的なものは視床下部であり，これに対して
網様体は相動的かっ修飾的な働きをしているのであると
説かれたのち，本題であるパラ睡眠が， 1955年ごろから
注目されはじめた特異的睡眠現象で，覚醒型の脳波，骨
格筋の緊張低下，急速眼球運動，自律調節系の動揺など
を伴うことから，この睡眠が，オーゾ睡眠中にも休むこ
となく働きつづける骨格筋緊張調節，ならびに自律調節
の両系に対するしぱしの休息を与える目的をもっ，生命
維持の生体機構であり，発現のメカニズムは，ある種の
体内生産物質に感受性をもっ体液性機構であろうと考え
られること，また，発現部位として橋網様核が注目され
ていること，以上を支持する多くの生理学的実験デー
タ すなわち，体性機能では単シナプス反射活動の抑p
制，自律機能では交感神経系の活動抑制などが，同教授
門下により確められており，副交感神経系については，
目下研究が進められている現況について情熱をこめて述
べられた。白木教授は，睡眠という，非常に魅力的であ
ると同時に，困難な問題にいとんでおられる，時実教授
の成果に敬意を表するとともに，複雑な自律性調節の問
題点の今後の解明進展を望まれていた。
会の進行の都合もあって，中間に休憩をおかず，続い
て「脳浮腫についてのわれわれの研究」と題する，新潟
大学脳研究施設植木幸明教授の講演に移った。植木教授
は種々の実験的脳傷害，すなわち，硬膜外圧迫，凍結損
傷， トリエチレン浮腫に際しての脳組織電顕像を詳しく
しらベ，脳浮腫における水分量増加，容積増大は，皮質
では，主として，星状謬細胞の膨化であり，白質では，
むしろ，細胞外腔の拡大がおもな所見であること，ま
た，脳浮腫の際，脳血液関門が水，電解質，蛋白，脂
質，酵素の移動に対して示す態度を，生化学的実験によ
る多くのデータによって示された。また，脳浮腫の治療
として， コJレチコステロイド，マンニト  ーJレ，尿素を投
与した場合の電顕像の改善についても詳しく示された。
白木教授は，植木教授の御専門が脳外科であるにもかか
わらず，非常に美しい基礎的データを示されたのは，新
潟大学脳研の幅広い，充実した研究活動をよく示したも
のとして評価されたようであった。
最後に，東大脳研神経内科豊倉康夫教授の「最近流行
の『腹部症状を伴う神経脊髄症』の臨床と病理」と題す
る講演が行なわれた。演題にある疾患は，いわゆる， 
SMON病 (SubacuteMyelo・optico・neuropathy)で，
一時「戸田病Jとしても取り上げられた原因不明の症候
群であり，下肢の知覚(特に深部知覚〉麻庫，脊髄後索
・側索症状，視神経障害の 3者を主徴とするという。神
経病理組織像では症状に一致して長神経索，特に，後索
と側索に限局した変性像がみられ，しかもこれが下行す
るに従って強くなることは，恐らく， Cell somaに原発
するものであることを示すという。これまでの類似のい
かなる疾患にも適合しないものであるとのことで，司会
の白木教授も，これは見方によっては神の与えた ready-
made experimen tであり，日本の学者も政府もその本
態の解明に，一層の力をつくさなければならない疾患で
あると力説された。
このあと，日本学術会議脳研連委員順天堂大学医学部
長懸田克朗教授(精神神経科〉による閉会の挨拶があっ
て無事講演会を終了した。
なお講演会終了後，午後 4.30分から同講堂ホワイエ
において，本学精神神経科松本貯教授司会によるビール
ノTー ティが，新任の鈴木次郎医学部長の乾杯の挨拶によ
って始められ，小川鼎三東大名誉教授にテープ、ルスピー
チをいただき，歓談約一時間ののち，午後 5時半，盛会
裡に散会した。
なお，本記念講演の全内容は，本学会誌の次号 (43巻 
2号:脳と神経の研究 IV)に，詳しく紹介されるとのこ
とで，会員各位の期待をこう次第である。
〈千葉大学医学部第 l生理学教室，助教授，昭和 42年 
5月 5日記〉
